議長(富田幸次郎君)　齋藤隆夫君
[齋藤隆夫君登壇]
齋藤隆夫君　我ガ國ノ歴史ニ拭フコトノ出來ナイ一大汚點ヲ添ヘタル彼ノ叛亂事件ノ後ヲ承ケテ廣田内閣ガ成立シ、身ヲ挺シテ國政ノ一新ノ衝ニ當ラルヽコトハ、吾々ノ最モ歡迎スル所デアリ、同時ニ國家ノ爲ニ衷心ヨリ其成功ヲ祈ルモノデアリマス、廣田首相ハ曩ニ大命ヲ拜セラレ、組閣ニ入ルニ先立ツテ天下ニ向カツテ一ノ聲明書ヲ發表シテ、將來ニ對スル決意ヲ明ニセラレタノデアリマスルガ、其聲明書ヲ見マスルト云フト、舊來ノ積弊を芟除シ、庶政ヲ一新シ、確乎不拔ノ國策ヲ樹立シテ、以テ其實現ヲ期ス、昨日此處ニ於テの御演説に於キマシテモ、此趣旨ヲ敷衍セラレテ居ルノデアリマシテ、洵ニ我意ヲ得タルモノデアルノデアリマス、御説ノ如ク今日我國内外ノ情勢ヲ見マスレバ、最早舊來ノ陋習ヲ追ウテ優柔不斷ノ政治ハ許サレナイ、速ニ此陋態ヲ打破シテ一大革新ヲ爲スベキ、國家的、國民的要求ハ澎湃トシテ吾々ノ眼前ニ押寄セテ來テ居ルノデアル（拍手）ソレ故ニ今日何人ガ政治ノ局ニ立ト雖モ、此決心ト此覺悟ヲ以テ當タラネバナラヌコトハ當然ノ次第デアリマス、固ヨリ是迄歴代ノ政府ニ於キマシテモ其考ガナカッタノデハアリマスマイ、其證據ニハ何レノ内閣モ成立直後ニ於キマシテハ、或ハ施政ノ方針ヲ聲明スル、或ハ政綱政策ヲ發表シテ、國民ノ前ニハ政治ノ革新ヲ誓ヒマスルケレドモ、ソレ等ノ方針、ソレ等ノ政綱政策ガ全部ハ愚カ、其幾分タリトモ實行ノ跡ヲ殘サズシテ、一兩年經テバ内閣ハ崩壊シテシマフノデアリマス、是ハ何故デアルカト言エバ、畢竟スルニ総理大臣ヲ初メトシテ、閣僚全體ガ眞ニ今日我國内外ノ情勢ヲ認識シテ、國政改革ヲ斷行スルダケノ熱意モナケレバ氣魄モナイ、勇氣モナケレバ眞劍味モナイ、唯目前ニ現ハルヽ所ノ國務ヲ彌縫シテ以テ一日ノ安キヲ貪ル、斯ノ如キ弛緩セル政治状態ガ過去幾年カノ間繼續致シマシタ結果、遂ニ今日ノ現状ヲ惹起シタノデアリマス、此秋ニ方リマシテ廣田首相ガ組閣ノ大命ヲ拜セラレ、敢然トシテ國政改革ノ斷行ヲ誓ハルヽニ當リマシテハ、天下何人ト雖モ之ヲ歡迎シナイ者ハナイノデアル、併ナガラ翻ツテ考ヘテ見マスルト云フト、國政ノ改革、国策ノ樹立、之ヲ唱ヘルコトハ極メテ易イノデアリマスルガ、之ヲ行フコトハ中々困難デアリマス、固ヨリ是等ノ題目ハ今日初メテ現ハレタノデハナイ、又現内閣ノ新發明デモ何デモナイ、從來政府之ヲ唱ヘ、政黨之ヲ唱ヘ、又有ユル政治家ガ之ヲ唱ヘテ、國民ニ向カツテハ何カノ期待ヲ抱カシテ居タノデアリマスルケレドモ、之ヲ具體化シテ以テ其實行ニ著手[原文ママ]シタル者ハ、殆ド見出スコトガ出來ナイノデアル、申ス迄モナク政治ハ宣言デハナクシテ事實デアル、百ノ宣言有リト雖モ、一ノ實行ナキ所ニ於テ政治ノ存在ヲ認メルコトハ出來ナイノデアリマス（拍手）ソレ故ニコンニチハ斯ル政治上ノ題目ヲ繰返シテ、之ニ陶醉シテ居ル秋デハナイ、速ニ之ヲ具體化シテ以テ其實行ニ取掛ルベキ秋デアリマス、故ニ私ハ此見地ニ立ツテ是ヨリ現内閣施政ノ大要ニ付テ御尋ヲスルノデアリマスルカラ、其御積リヲ以テ御聽取ヲ願ヒタイノデアリマス
　先ヅ第一ハ革新政治ノ内容ニ關スルコトデアリマスルガ、一體近頃ノ日本ハ革新論及ビ革新運動ノ流行時代デアリマス、革新ヲ唱ヘナイ者ハ經世家デハナイ、思想家デハナイ、愛國者デモナケレバ憂國者デモナイヤウニ思ハレテ居ルノデアリマスルガ、然ラバ進ンデ何ヲ革新セントスルノデアルカ、ドウ云フ革新ヲ行ナハントスルノデアルカト云エバ、殆ド茫漠トシテ捕捉スルコトハ出來ナイ、言論ヲ以テ革新ヲ叫ブ者アリ、文章ニ依ツテ革新ヲ鼓吹スル者アリ、甚シキニ至ツテハ暴力ニ依ツテ革新ヲ斷行セントスル者モアリマスルガ、彼等ノ中ニ於テ眞ニ世界ノ大勢ヲ達觀シ、國家内外ノ實情ヲ認識シテ、假令一ツタリトモ理論アリ、根柢アリ、實行性アル所ノ革新案ヲ提供シタル者アルカト云フト、私ハ今日ニ至ル迄之ヲ見出スコトガ出來ナイノデアル、國家改造ヲ唱ヘルガ、如何ニ國家ヲ改造セントスルノデアルカ、昭和維新ナドト云フコトヲ唱ヘルガ、如何ニシテ維新ノ大業ヲ果サントスルノデアルカ、國家改造ヲ唱ヘテ國家改造ノ何タルヲ知ラナイ、昭和維新ヲ唱ヘテ昭和維新ノ何タルヲ解シナイ、畢竟スルニ生存競爭ノ落伍者、政界ノ失意者乃至一知半解ノ學者等ノ唱ヘル所ノ改造論ニ耳ヲ傾ケル何モノモナイノデアリマス（拍手）而モ此種類ノ無責任ニシテ矯激ナル言論ガ、動モスレバ思慮淺薄ナル一部ノ人々ヲ刺戟シテ、此處ニモ彼處ニモ不穩ノ計劃ヲ釀成シ、不逞ノ兇漢ヲ出スニ至ツテハ、實ニ文明國民ノ恥辱デアリ、且ツ醜體デアルノデアリマス（拍手）併シ私ハ今日此處ニ於テ斯ノ如キ革新論ヲ批判セントスル者デハナイ、此壇上ハ斯ノ如キ種類ノ議論ヲ試ミル處デハナイト云フコトハ十分ニ承知シテ居リマス、私ノ目指ス所ハ廣田首相ガ抱懷セラレテ居ル所ノ革新政治、其内容ヲ聽カントスル者デアリマス、便宜ノ爲ニ政治改革ノ方法ヲ二ツノ方面ヨリ御伺致シマス、第一ハ政治機關ノ改革デアル、卽チ立法、行政、司法此三機關ノ構成ニ關スル所ノ改革デアリマス、第二ハ是等ノ機關ニ依ツテ運用セラルヽ所ノ實際政治ニ對スル所ノ改革デアリマス、
　先ヅ第一ノ政治機關ノ改革、其中ノ立法機關ノ改革ニ付テ廣田首相ハ何カノ意見ヲ持ツテ居ラレルノデアリマスカ、近頃貴族院改革ト云フ議論ガ現ハレテ居リマスガ、是ハ主トシテ貴族院議員ノ間ニ唱ヘラレテ居ルノデアリマシテ、政府ノ意見トシテ現ハレタルモノハ聞カナイ、又衆議院ノ改革ニ付テモ議論ガゴザイマスルガ、是亦政府ノ意見トシテ現ハレタモノハナイ、要スルニ廣田首相ハ是等立法機關ノ改革ニ付テ、何カ手ヲ著ケラレル御積リデアルカ、又手ヲ著ケラレルト云フナラバ、何カ之ニ付テ相當ノ腹案ガアルノデアルカナイカ、之ヲ一ツ伺ヒタイノデアリマス
　次ハ行政機関ノ改革デアリマス、吾々ハ隨分長イ間行政刷新、卽チ行政機構ノ改革ト云フコトヲ聞カサレテ居ル、例ヘバ省ノ廢合デアルトカ、或ハ無任所大臣ヲ新設スル、其他中央地方ノ行政組織ヲ根本的ニ改革シテ、之ニヨツテ行政ヲ簡易化スル、行政ヲ刷新スル、行政費ヲ節約スル、繁文縟禮の積弊ヲ芟除スル、斯ウ云ウ議論ハ隨分長イ間聞カサレテ居ル、政府モ之ヲ唱ヘルシ、政党モ之ヲ唱ヘルケレドモ、今日マデソレガ實行セラレタ例ハナイノデアリマス、昨日總理大臣ハ此處ニ於テ行政機構ノ改革ヲスルト云フコトヲ名言シテ居ラルヽガ、本當ニ腰ヲ入レテ眞劍ニヤル積デアルカナイカ、若シヤルトスルナラバ、何カソコニ一ツノ腹案ガナケレバナラナイノデアルガ、相當ノ腹案ヲ握ツテ居ラレルノデアルカナイカ、司法機関ノ改革ニ付キマシテハ、今日別ニ問題ニナツテ居リマセヌ、後ニ運用ニ付テ一言觸レルコトガアルカモ知レマセヌ、詰リ革新政治ノ第一義デアリマスル所ノ政治機関ノ構成ニ關スル改革、之ニ付テドウ云フ御考を持ツテ居ラレルノデアルカ、先ヅ之ヲ承リタイノデアリマスガ、念ノ爲ニ一言御注意ヲシテ置キマスガ、私ハ決シテ政府ガ改革ヲスルト云フ所ノ決意ヲ聽カントスルノデハナイノデアリマス、私ノ聽カント欲スル所ノモノハ、改革ノ決意デハナクシテ、改革ノ方法デアリ、又改革ノ内容デアルノデアリマス、改革ヲシタイ考ハ持ツテ居ルケレドモ、マダ何ラノ腹案ハナイ、是カラ調査ヲスル、例ニ依ツテ委員デモ設ケテ愼重審議シテ、ソレカラ後ニ改革ヲスルカシナイカヲ決メル、サウ云フ御意見デアルナラバ、別ニ御答エハ要ラヌノデアリマス、私等ハ隨分長イ間サウ云フ答辯ヲ聞カサレテ來タノデアリマス、此上同ジヤウナ答辯ヲ聽ク所ノ忍耐力ハ持ツテ居ラヌ、既ニ改革ヲヤルト云フ以上ハ、其前ニ於テ相當ノ輪廓が出來テ居ラナケレバナラヌ、内容ハ備ワツテ居ラヌケレドモ、改革ヲヤルト云フ所ノ決意ダケデハ、吾々ハ承服スルコトハ出來ナイ、此際一言致シテ置キマスガ、私ノ觀ル所ニ依リマスト云フト、今日我國ノ政治機關、立法、行政、司法ヲ通ジテ是等機關ノ根本ニ付テ、甚シキ改革ヲ加ヘル所ノ點ハ考ヘテ居ラナイノデアリマス、ゴ承知デモゴザイマセウガ、我國ノ政治組織ハ、明治維新以來歐米先進國ノ長ヲ採リ短ヲ捨テ、之ニ我國ノ歴史ト國情ヲ加味シテ作ラレタモノデアリマシテ、其後時代ノ進運ニ應ジテ改正ニ改正ヲ加ヘテ、今日ニ至ツテ居ルノデアリマス、ソレ故ニ制度トシテハ相當ニ完備シテ居リマシテ、之ヲ何レノ文明國ノ制度ニ比ベテモ、決シテ遜色ハナイノデアリマス、故ニ問題ハ制度ノ改革ト云フヨリカ、寧ロ此制度ヲ運用スル人デアル（拍手）人ガ役ニ立タネバ如何ニ制度ノ改革ヲシタ所ガ、決シテ其實績ハ擧ガルモノデハナイノデアリマス（拍手）例ヘバ近頃無任所大臣ヲ新設スルト云フ議論ガアルヤウデアリマスガ、是等ノコトヲ畢竟スルニ是マデノ大臣ガ役ニ立タヌカラデアリマス、内閣大臣タルモノハ鷸蚌ニ於テハ行政長官トシテ、他ノ一方ニ於テハ國務大臣トシテ、大所高所ヨリ國家ノ現状ヲ眺メテ、国政燮理ノ任ニ當ツテ居リマシタナラバ、現行制度ノ下ニ於テハ國務ノ統一ガ取レナイ、豫讚分捕ノ弊ニ堪ヘナイ、斯ウ云フ理由ヲ以テ新ニ無任所大臣ヲ置クナドト云フ議論ガ出テ來ル譯ハナイ、御覽ナサイ、今日ノ制度ニ於キマシテモ、總理大臣ハ内閣ノ首班トシテ國務ヲ統一スルニ足ルベキ權限ヲ完全ニ握ツテ居ルノデアリマス、試ニ内閣官制ヲ見マスルト云フト、其第二條ニ於キマシテ内閣總理大臣ハ各省大臣ノ首班トシテ行政各部ノ統一ヲ保持ス、又第三條ニ於キマシテハ、内閣總理大臣ハ須要ト認ムルトキハ行政各部ノ處分又ハ命令ヲ中止セシムルコトヲ得、内閣總理大臣ハ現内閣官制ニ於テ、是ダケノ權限ヲ授ケラレテ居ルノデアリマス、ソレデ國務ノ統一ガ取レナイト云フナラバ、ソレハ制度ノ罪デハナクシテ、全ク總理大臣其人ノ罪デアル（拍手）或ハ豫算分捕ノ弊ニ堪ヘナイ、豫算ノ爭奪戰ヲヤル、何ンタル事デアルカ、毎年豫算編成ノ時期ニナリマスルト云フト、斯ノ如キ醜態ヲ暴露スルノハ何ガ故デアルカ、畢竟スルニ政府ノ政策ガ決ラナイ、政治上ノ大方針ガ決ラナイカラデアル、若シ政治上ノ大方針ガ決ツテ居リマスルナラバ、各省大臣ガ勝手氣儘ニ豫算ノ要求ヲ爲スベキ譯ハナイ、是等ノ弊害ハ現行制度ノ運用ニ依ツテ、如何樣ニモ芟除スルコトガ出來ルノデアリマス、況ヤ立憲政治ハ何處マデモ責任政治デナクテハナラヌ、内閣ガ政治ノ中心トナツテ、全責任ヲ負ウテ国政燮理ノ任ニ當ル、若シ力ガ足ラナイナラバ、其職ヲ去ルノミデアリマス、然ルニ此道理ヲ辨ヘズシテ、動モスレバ自己ノ無能無力ヲ補フガ爲メニ種々ノ工作ヲヤル、畢竟スルニ弱體内閣ノ慣用手段デゴザリマシテ（笑聲）憲政ノ本義ヲ紊リ、人ノ爲メニ官職ヲ設ケ、国政ヲ玩弄スルノ甚ダシキモノデアリマスルカラシテ（拍手）大イニ戒メネバナラヌノデアリマス、御斷リヲ致シテ置キマスルガ、私ハ決シテ制度ノ改革ニ反對ヲスル者デハナイ、改革スベキ必要ガあるならば、速ニ改革ヲシナクテハナラヌノデアリマスルガ、唯近頃ノ改革熱ニ浮カサレテ、何カ改革ヲシナクテハ面目ガ立タナイ、改革ノ名ヲ得ルガ爲ニ、强ヒテ不自然ナル改革ヲスルコトニ付テハ、私共ハ斷乎トシテ反對ヲスルノデアリマス（拍手）
　次ハ實際政治ノ改革ニ關スルコトデゴザイマスルガ、是ハ極メテ廣汎ニ亙ツテ重大ナル問題デゴザイマスルガ、此實際政治ノ改革ニ付テ廣田首相ハドウ云フ抱負經綸ヲ持ツテ居ラレルノデアルカ、廣田首相ノ聲明ヲ見マスルト云フト、舊來ノ積弊ヲ芟除シ、秕政ヲ一新スルト云フコトガアリマスルガ、若シ舊來ノ政治ニ積弊ガアリ、又秕政ガアリトスルナラバ、前兩内閣ニ歴任セラレタ所ノ廣田首相ノゴトキモ、又確ニ其責任ノ一端ヲ負ハネバナラヌノデアリマスルガ、私ハサウ云フ責任論ハ決シテ致サナイノデアリマス、唯廣田首相ガ認メテ以テ積弊ト稱シ、又秕政ト稱スルモノハ、主ニドウ云フ點ヲ指シテ居ラルヽノデアルカ（「サウサウ」と呼フ者アリ、拍手）何處ヲ目標トシ、何處ヲ狙ツテ居ルノデアルカ、是ガ明ニナラネバ、如何ニ自ラ苦心焦慮セラレタ所ガ、如何ニ意馬ニ鞭タレタ所ガ、到底改革ノ實績ヲ擧グルコトガ出來ルノモノデハナイノデアリマス（拍手）
　今日政治問題トシテ最モ重キヲ置カレテ居ルトコロノモノハ、言フ迄モナク國防ト財政デゴザリマスルガ、國ノ内外ヲ見渡シマスルト云フト、政治ガ改革ノ大斧鉞ヲ揮ハネバナラヌ所ノモノハ、中央地方ヲ通ジテ、大小共ニ算ヘルコトノ出來ナイ程澤山アルノデアリマス、例ヘバ學制改革、吾々ハ隨分ト長イ間學制改革ヲ聞カサレテ居リマスルガ、今以テ實行ガ出來テ居ラヌ、文部大臣ハ是マデ口ニ學制改革ヲ宣傳スル、或ハ其實行ニ手ヲ著ケタコトガアリマスルケレドモ、悉ク失敗ニ歸シテ居ル、御承知デモゴザリマセウガ、學制改革ハ今日世界文明國ニ於テ最モ重大ナル問題トナツテ居ルノデアリマス、ソレハドコカラ來テ居ルカト云フト、詰マリ歐羅巴戰爭カラ來テ居ル、歐羅巴戰爭ハ十九世紀ノ文明、卽チ舊文明、舊文化ヲ根柢カラ破壞シ去ツテ、其缺陷ト其弊害ガ遺憾ナク暴露セラレテ居ル、如何ニシテ之ヲ立直スコトガ出來ルカト、各國ノ識者、政治家ガ研究努力致シタ結果、其根本問題トシテ一決致シタル所ノモノハ、卽チ教育方針ノ改革デアルノデアリマス、文化ノ立直シハ教育ノ立直シデアルト云フコトニ一決ヲシテ、其中獨逸ノ如キハ三年ヲ出デザル中ニ學制改革ヲ斷行シタ、殊ニ近時「ナチス」ノ政治ノ時代ニ至リマシテカラ、一層青年教育ニ力ヲ盡シテ、御承知ノ通リニ青年ノ勞働奉仕團ト云フガ如キ特色ヲ發揮シテ居ルコトハ、世界周知ノ事實デアルノデアリマス、是ハ獨逸バカリデハナイ、其外英吉利デモ、佛蘭西デモ、伊太利デモ、歐羅巴ノ諸国ハ悉ク—-其國情ニ依ツテ教育ノ精神ト内容ハ違ヒマスケレドモ、何レモ獨逸ト相前後シテ學制改革ヲ斷行シテ、青年ノ教育ニ向ツテ最モ力ヲ注イデ居ルコトハ御承知ノ通リデアル、然ルニ我國ノ教育ハ如何ナルモノデアルカト云フト、相變ラズ舊式教育ヲ追ウテ居ツテ、所謂過度ノ詰込取義二偏シテ、精神主義、人格主義ヲ殆ド無視シテ居ル、是ガ爲ニ甚シキニ至ツテハ青年ノ發育マデモ害シテ中途ニ倒レル者ガドレダケアルカ分ラヌ、斯ウ云ウ無理解ナル、斯ウ云フ時代後レノ教育ヲ施シテ居リナガラ、是等ノ青年ニ向カツテ將來ノ日本ヲ背負ツテ立テヨ、所謂躍進日本ノ運命ヲ擔ヘト迫ツタ所デ、是ガ出來ルコトカ出來ナイコトカ、考ヘル迄モナイコトデアル、昨日文部大臣ハ此處ニ於テ從來ノ學門偏重ノ教育ヲ廢シテ、人格主義ノ教育ヲ施スト言ハレタ、是ハ私モ同感デアリマスルガ、斯ウ云フコトハ歴代ノ文部大臣カラシテ屡〃聽イテ云ルノデアリマスルガ、是ガ實行出來ヌ、學制改革ト云フヨウナ大問題ハ、微々タル一朶威神ノ力ヲ以テ出來ルモノデハナイ（笑聲）内閣全體、政府全體ノ壓力ヲ以テ是ニ向ハナケレバ（「謹聽」ト呼フ者アリ）何時マデ經ツテモ是ハ解決スルコトガ出來ナイト思フガ、ドウデアルカ或ハ裁判權ノ運用、是ハ、前ノ議會ニ於キマシテモ一言述ベタコトデアリマスガ、ソレハ何デアルカト云フト、我ガ日本ノ裁判ガ非常ニ遲レルコトデアリマス、凡ソ世界文明國ニ於テ我國ノ裁判程著シク遲延スル處ハナイ、歐羅巴諸国ノ裁判ガドウ云フ工合ニナツテ居ルカト云フコトハ、一々例ヲ擧ゲテ説明スル迄モナク、時々現ハルル所ノ外國電報ニ依ツテモ分ルノデアリマス、前年亞米利加ノ大統領ガ狙撃セラレタ、幸イニ傷ハ負ハナカツタ、或ハ墺地利ノ總理大臣ガ暗殺セラレタ、又近クハ亞米利加ノ社會ヲ聳動セシメタ所ノ彼「リンデー」ノ小兒殺害事件、斯ウ云フ事件デモ犯人ガ發覺スルヤ否ヤ、一二週間ヲ出デズシテ死刑ノ宣告ヲシテ、直チニ執行シテシマフノデアリマス、然ルニ我國ノ裁判ハドウデアルカト云フト、例ヘバ天下知名ノ士ガ或處ニ於テ殺害セラレタ、犯人ハ其場ニ於テ捕ヘラレタ、犯罪ノ證據ハ極メテ歴然タルモノガアルニ拘ラズ、二年モ三年モシナイト云フト、一審ノ裁判スラ濟マナイノデアル、或ル政治家ノ涜職事件ノ如キハ八年掛ツテ居ルガマダ濟マナイ、齋藤内閣辭職ノ原因トナリマシタトコロノ彼ノ帝人事件ノ如キモ、其後二年有餘ニナリマスケレドモ、マダ一審裁判所ノ事實審理スラ濟マナイ、聞ク所ニ依レバ是マデ百囘以上ノ事實審理ヲヤッテ、是カラマダ二百囘以上ノ事實審理、禪語合セテ三百囘以上ノ事實審理ヲヤルニアラザレバ、一審ノ判決ヲ下スコトガ出來ナイト云フガ如キ、吾々ノ常識ヲ以テシテハ想像スルコトガ出來ナイノデアリマス、斯ウ云フ裁判ノヤリ方ヲシテ居ツテ、ドウシテ時代ノ要求ニ應ズルコトガ出來ルカ（拍手）ドウシテ此大切ナル所ノ人權自由ヲ保護スルコトガ出來ルカ、若シ裁判ノ手續ガ複雜デアリマスナラバ、是ハ速ニ改メテ簡易ニスルガ宜シイ、裁判官ノ數ガ足リナイ、金ガナイト云フナラバ、金ヲ要求シ、又政府ハ金ヲ出セバ宜シイノデアリマス、或ル方面ニ於テハドシヽヽ金ヲ出スガ、國民ノ大切ナル所ノ人權自由ヲ保護スル此裁判所ニ於テ、金ガ出セナイ譯ハナイノデアル（拍手）或ハ又近頃各地ニ於テ人権蹂躙ノ問題ガ起コツテ居リマスガ、其事實ヲ聞キマスト、實ニ驚クベキモノガアル、所謂肅正選擧、選擧取締ヲ勵行スル厲行スルコトハ極メテ宜イ事デアリマスガ、故ラニ……（「内務大臣ドウシタ」「大臣ノ出席ヲ求メマス」ト呼フ者アリ）犯罪ヲ製造スルガ爲ニ法規ヲ濫用シテ、濫リニ人民ノ自由ヲ拘束スル、人民ノ自由ヲ拘束スルバカリデハナイ、強イテ虚僞ノ自由※ヲ求ムルガ爲ニ之ヲ虐待シ、之ヲ拷問シ、或ハ人身ニ傷ヲ負ハセ、甚シキニ至ツテハ拷問ノ結果、良民ヲ死ニ至ラシメタモノガアル（拍手）何タル野蠻ノ行爲デアリマセウ（「政務官ハ居リマスカ」ト呼フ者アリ）苟モ立憲政治ノ下ニ於キマシテ、殊ニ昭和ノ聖代ニ於テハアリ得ベカラザル事デアリマス、何レ此事ハ他ノ機會ニ於テ吾々ノ同僚ヨリ、證據ヲ示シテ論爭セラレルコトト思ヒマスカラ、私ハ此以上ハ申シマセヌガ、是等ノコトニ付キマシテモ、政府當局ハ眞劍ニ其事實ヲ調査シテ、從來ノ弊害ヲ一掃スルコトニ努メル大責任ヲ擔フテ居ルノデアリマス、是ハ唯一二ノ例ヲ示シタノニ過ギナイノデアリマスガ、今日司法及ビ行政ノ行ハレマス所ノ實際ノ有樣ヲ見マスト、斯ノ如ハ天下到ル處ニ累々トシテ横ハツテ居ルノデアル、此積弊ヲ根柢ヨリ洗去ツテシマフト云フノガ、卽チ政治革新ノ要諦デアルノデアリマス、時代ノ要求ニ應ジテ革新政治ヲ標榜シテ起タレタル所ノ廣田首相ニ於カレマシテハ、無論今日ノ政治状態ニ付テハ十分ナル御理解ガアルニハ相違アリマセヌガ、此實際政治ノ改革ニ付テ、ドウ云フ考ヲ持ツテ居ラレルノデアルカ、細カシイコトハ必要アリマセヌガ、大體ノ抱負經綸ダケヲ伺ツテ置ケバ宜シイノデアリマス
次ニ國策ノ樹立ニ對シテ御尋ヲ致シタイト思フ、廣田首相ノ聲明ノ中ニハ、確乎不抜ノ國策ヲ樹立シテ以テ之ヲ實現スル、近頃國策ト云フ言葉ガ流行ツテ居リマスルガ、一方ニ政策ト云フ言葉ガアル、國策ト政策トハドウ違フノデアルカ、甚ダ曖昧ニ用ヒラレテ居リマスルガ、私ハ今日言葉ノ詮議立テハ致サナイ、併シ國策ト云フ以上ハ、少クトモ日本國家ノ進ムベキ大方針デアルニ相違ナイ、日本國家ノ進ムベキ大方針ガ、今日ニ於テモ未ダ決マツテ居ラヌ、是カラ研究シテ決メルナドト云フコトハ、私ニ取ツテハ甚ダ受取レナイ、私ノ觀ル所ニ依リマスルト云フト、國家ノ進ムベキ大方針ハ既ニ業ニ決ツテ居ル、遠ク遡ツテ見マスルナラバ、明治維新ノ皇謨ニ現ハレテ居ル所ノ開國進取、是ガ卽チ日本國家ノ進ムベキ大方針デアリマシテ、是ガ時代ノ進運ニ應ジテ擴張セラレタル所ノモノガ、卽チ世界ノ平和ト我ガ民族ノ發展デアルノデアリマス、所ガ此世界ノ平和ト云フコトガ眞ニ得ラルベキモノデアルカナイカ、歐羅巴戰爭ガ生ミ出シマシタ所ノ國際聯盟、世界平和ヲ目的トシテ居ル所ノ國際聯盟モ、國家競爭ノ前ニハ何等ノ威力ヲ發揮スルコトガ出來ナイ、如何ナル條約モ力ノ前ニハ蹂躪セラレテシマフコトハ、昔モ今モ變リハナイ、今日ノ國際關係ヲ支配スル所ノモノハ、正義ノ掛聲デモナケレバ、道義ノ觀念デモナイ、昨日ノ世界ヲ支配シタルモノガ力デアルガ如ク、今日ノ世界、明日ノ世界ヲ支配スルモノ亦力デアル、軍縮會議ハ見事ニ失敗ニ歸シタ、各國ハ軍備ノ競争ヲヤッテ、軍國主義ヲ追ウテ進ンデ居ル、其結果ドウナルカハ推シテ知ルベキノミデアリマス、私ハ昨年此處ニ於テ歐羅巴ノ空ニハ微カニ戰雲ノ閃ガ見エルト申シマシタガ、コンニチハ戰雲ノ閃ドコロデハナイ、既ニ歐羅巴ノ一角ニ於テハ戦争ガ勃發シテ、今ヤ將ニ終結ヲ告ゲントシテ居ル、戦争ガ始マレバ、所謂弱肉強食、正義ヤ人道ノ聲ハ露程ノ效目モナイ、來年ノ此頃ニハドウ云フ事ガ起コツテ居ルカ分ラヌ、故ニ私共ハ世界ノ平和ナドト云フヤウナコトハ、中々未ダ期待シテ居ラナイノデアリマス、吾々ノ望ム所ノモノハ廣キ世界ノ平和デハナクシテ、其一部デアリマスル所ノ此東亞ノ平和デアル、東亞ノ平和ヲ維持スルコトハ、我ガ日本帝國ノ大方針デアリ、又大使命デアリ、又大責任デアルノデアリマス、歴代ノ政府モ此處ニ於テ屡屡其趣意ヲ述ベテ居ル、広田首相モ外務大臣トシテ屡屡此壇上ニ於テ力説セラレテ居ルノデアリマス、所ガ此東亞ノ平和ガ眞ニ得ラルベキモノデアルカナイカ、東亞ノ平和ヲ維持スル所ノ根據ガ今日大磐石ニ確立シテ居ルノデアルカ否ヤ、之ヲ私ハ疑フノデアル、吾々ハ近頃滿蒙ノ國境、或ハ其他ノ處ニ於テ時々起リマスル所ノ、彼ノ局部的ノ、又斷片的ノ事件、斯ウ云フモノニ重キヲ置ク者デハナイ、斯ノ如キ事件ハ其場限リ、如何樣ニモ解決スルコトガ出來ルノデアリマセウガ、之ヲ大局ノ上カラ見マシテ、東亞ノ平和ヲ保持スル所ノ外交上ノ大工作ガ行ナハレテ居ルノデアルカ否ヤ、之ヲ私ハ聽キタイノデアリマス、廣田首相ハ自主的、積極的外交ト云フコトヲ言ウテ居ラレマスルガ、我國ノ外交ガ自主的デナクテハナラヌコトハ當然デアリマス、積極的デアルト云フ所ニ、相當ノ期待ガ掛ケラレテ居ルノデアリマス、然ルニ今日吾々ガ東亞ノ天ヲ眺メマスルト云フト、東亞ノ天ハ極メテ靜デアツテ、且ツ明朗デアル云フ感ジガ起ラナイ、現ニ廣田首相モ昨日此處ニ於テ東亞ノ天ハ明朗ヲ缺クト云フコトヲ云ウテ居ラレルノデアリマス、岡田首相ガ…………（笑聲）廣田首相ガ斯ク申サルヽノデアリマスルカラ是ハ疑ヒナイ、何レニスルモ今日ハ逡巡躊躇シテ居ルベキ秋デハナイ、所謂曠日彌久、日ヲ曠シクシテ久シキニ彌ルベキ秋デハナイ、大悟一番百年平和ノ基礎ニ向ツテ、積極的ニ外交上ノ大工作ヲ施スベキ秋デハナイカ、而シテ外交上ノ工作ハ必ズヤ事實ノ上ニ現ハレテ來ナクテハナラヌ、外交上ノ工作ガ事實ノ上ニ現ハレルト云フコトハドウ云フコトデアルカト云フト、詰リ國防計畫ノ變更デアルノデアリマス、一方ニ於テハ軍備ノ競爭ヲ爲シテ居リナガラ、他ノ一方ニ於テ外交上ノ工作成功セリト言フモノハ悉ク僞リデアル（ヒヤヒヤ）吾々ハサウ云フ虚僞ノ外交ヲ望マナイ、サウ云フ姑息的ナ、サウ云フ彌縫的ナ外交ヲ望マナイ、我々ノ望ム所ノモノハ眞實ノ外交デアル、精神的ナル徹底セル外交デアツテ、其外交ノ結果ガ事實ノ上ニ於テ現ハレテ來ナケレバナラヌ、是レ以外ニ吾吾ノ望ム所ノ外交ノ何物モナイノデアリマス、然ルニ一方ニ於テ軍備ノ競爭ヲヤル、彼ガ軍備ヲ擴張スレバ我モ亦擴張スル、我ガ擴張スレバ彼モ亦擴張スル、彼ガ或ル地點ニ防備ヲ整ヘレバ我モ亦之ニ對抗スル、斯ウ云フ勢ヲ以テ進ンデ居リマシタナラバ、末ハドウナルモノデアルカ、其結果ハ推シテ知ルベキノミデアル、國策ノ樹立ヲ聲明シテ、是ガ實現ヲ期スルト言ハレタ所ノ廣田首相ニ於キマシテハ、コノ刻下ノ重大問題ニ付テ、更ニ一歩ヲ踏ミ出サルベキデハナイカ、之ヲ私ハ伺ツテ置キタイノデアリマス
　尚ホ民族ノ發展及ビ国民生活等ノコトニ付キマシテ御尋ヲ致シタイ事モゴザリマスルガ、他ノ問題ニ付テ御尋ヲスル必要カラ、總理大臣ニ對スル質疑ハ之ヲ以テ一時中止ヲ致シマシテ、是ヨリ軍部大臣ニ向ツテ少シク御尋ヲシテミタイ事ガアルノデアリマス
　二月二十六日帝都ニ起リマシタ所ノ、彼ノ叛亂事件ノ経過ニ付キマシテハ、昨日公開及祕密會ヲ通ジテ、陸軍大臣ヨリ詳細ノ御説明ガアリ、亦之ニ對シテ吾々ノ同僚ヨリ質疑ガゴザリマシテ、私ハ謹ンデ之ヲ拜聽シテ居ツタノデアリマス、然ル所私自身ノ立場カラ申シマスルト、平素考ヘテ居リマスルコトニ付テ、ドウシテモ少シ聽カネバナラヌコトガアル、此機會ヲ逸スルト更ニ他ノ機會ヲ摑ムコトハ甚ダ困難デアリマスルカラ、今少シク自刊ヲ拜借致シマシテ、極メテ大要ニ亙ツテ此関係ニ於テ質問スルコトヲ許サレタイノデアリマス、御斷リヲシテ置キマスルガ、私ハ今囘ノ事件ノ爲ニ、苟且ニモ軍ニ對シテ反感ヲ懷ク者デハナイ、又軍部大臣ヲ指彈セントスル者デモナイ、殊ニ寺内陸軍大臣ハ此事件ノ跡始末ヲスルガ爲ニ、又斯ル事件ヲ未來永久根絶スルガ爲ニ、苦心努力シテ居ラレルコトハ、十分知ツテ居ルノデアリマス、又或ル一部ノ人々ガ妄想スル如ク、吾々ハ之ニ依ツテ苟且ニモ反軍思想ノ鼓吹スルトカ、或ハ軍民離間ヲ策スルトカ云フヤウナ、サウ云フ邪念ハ一切以テ居ラナイノデアリマス、唯刻下ノ將來ニ對シテ聊カ憂フルノ餘リ、敢テ質問ヲ致スノデアリマスカラ、此點ハ誤解ナカランコトヲバ豫メ御斷リシテ置キマス
　凡ソ何事ニ拘ラズ此世ノ中ニ現ハレマスル所ノ事件ノ原因ニ審シテ見マスルト、遠キモノモアレバ近キモノモアル、所謂近因モアレバ遠因モアルノデアリマシテ、之ヲ遡ツテ究メマスルト、全ク際限ノナイコトデゴザリマスルガ、今囘ノ事件ノ如キモソレト同樣デゴザリマシテ、此事件ガ由ツテ起リマシタ所ノ原因ヲ調ベテ見マスレバ、現代ノ政治上、社會上、經濟上、其外諸般ノ事情ガ伏在シテ居ルニ相違ゴザリマセヌガ、私ハ今日是等ノ事情ヲ吟味スルダケノ時ハ持タナイノデアリマスカラ、此事件ノ比較的直接ノ原因トシテ認ムベキ二三ノ事實ヲ指摘シテ、之ニ對シテ陸軍大臣ノ御答ヲ求メテ見タイト思フノデアル
　其第一ハ何デアルカト云フト、軍人ノ政治運動ニ關スルコトデアリマス（拍手）滿洲事件ハ國ノ内外ニ亙ツテ非常ナ影響ヲ及ボシテ居ルコトハ、今更申ス迄モナイコトデアリマスルガ、其中ニ於キマシテ、青年軍人ノ思想上ニ於キマシテモ或ル變化ヲ與ヘタモノト見エマシテ、其後軍部ノ一角、殊ニ青年軍人ノ一部ニ於キマシテハ、国家改造論ノ如キモノガ擡頭致シマシテ、現役軍人デアリナガラ、政治ヲ論ジ、政治運動ニ加ハル者ガ出テ來タコトハ、諍フコトノ出來ナイ事實デアル、此傾向ニ對シテ是マデ軍部當局ハドウ云フ態度ヲ取ツテ居ラレルノデアルカ、之ヲ私ハ聽カント欲スルノデアリマス、申ス迄モナク軍人ノ政治運動ハ上御一人ノ聖旨ニ反シ、國憲、國法ノ嚴禁スル所デアリマス、彼ノ有名ナル明治十五年一月四日、明治大帝ガ軍人ニ賜リマシタ所ノ御勅諭ヲ拜シマシテモ、軍人タル者ハ世論ニ惑ワズ、政治ニ拘ワラズ只々一途ニ己ガ本分タル忠節ヲ守レト仰出ダサレテ居ル、聖旨ノアル所ハ一見明瞭、何等ノ疑ヲ容ルベキ餘地ハナイノデアリマス、或ハ帝國憲法ノ起草者デアリマスル所ノ元ノ伊藤公ハ、其憲法義解ニ於テドウ云フコトヲ載セテ居ラレルカト云フト、「軍人ハ軍旗ノ下ニ在テ軍法軍令ヲ恪守シ專ラ服從ヲ以テ第一義務トス故ニ本章ニ掲グル權利ノ條規ニシテ軍法軍令ト相抵觸スル者ハ軍人ニ通行セス卽チ現役軍人ハ集會結社シテ軍制又ハ政事ヲ論スルコトヲ得ス政事上ノ言論著述印行及請願ノ自由ヲ有セサルノ類是ナリ」又陸軍刑法、海軍刑法ニ於キマシテモ、軍人ノ政治運動ハ絶對ニ之ヲ禁ジテ、犯シタル者ニ付テハ三年以下ノ禁錮ヲ以テ臨ンデ居ル、又衆議院議員ノ選擧法、貴族院多額納税議員互選軌則ヲ見マシテモ、現役軍人ニ對シテハ、大切ナル所ノ選擧權モ被選擧權モ與ヘテ居ラナイノデアリマス、斯ノ如ク軍人ノ政治運動ハ、上ハ聖旨ニ背キ、國憲國法ガ之ヲ嚴禁シ、兩院議員ノ選擧、被選擧權マデモ之ヲ與ヘテ居ラナイ、是ハ何故デアルカト言ヘバ、詰リ陸海軍ハ國防ノ爲ニ設ケラレタルモノデアリマシテ、軍人ハ常ニ陛下ノ統帥權ニ服從シ、國家一朝事有ルノ秋ニ當ツテハ、身命ヲ賭シテ戰爭ニ從ハネバナラヌ、ソレ故ニ軍人ノ教育訓練ハ專ラ此方面ニ集中セラレテ、政事、外交、財政、經濟等ノ如キハ寧ロ軍人ノ知識經驗ノ外ニアルノデアリマス、加之若シ軍人ガ政治運動ニ加ハルコトヲ許スト云フコトニナリマスルト云フト、政爭ノ結果遂ニハ武力ニ愬ヘテ自己ノ主張ヲ貫徹スルニ至ノハ自然ノ勢デアリマシテ、事茲ニ至レバ立憲政治ノ破滅ハ云フニ及バズ、國家動亂、武人專制ノ端ヲ展クモノデアリマスカラシテ、軍人ノ政治運動ハ斷ジテ嚴禁セネバナラヌノデアリマス（拍手）殊ニ青年軍人ノ思想ハ極メテ純眞デハゴザイマスルガ、又單純デアル、ソレ故ニ是等ノ人人ガ政治ニ干渉スルト云フコトハ、極メテ危險性ヲ持ツテ居ルモノデアリマス、私ハ前年カノ五･一五事件ノ公判筆記ヲ讀ミ、又自ラ公判ヲ傍聽致シマシテ、痛切ニ共感ヲ深クシタ者デアルノデアリマス、有體ニ申シマスルト云フト、法廷ニ於ケル被告人等ノ態度ハ、極メテ堂々タルモノデアツタノデアリマス、犯罪ノ動機、犯罪ノ事實ヲ何等包ミ隱サズシテ陳述スル所ハ、流石青年軍人ノ面目實ニ躍如タルモノガアツタノデアリマス、是ハ固ヨリ彼等ノ爲シタル事ガ、決シテ破廉恥的ノ性質ヲ有スルモノデハナク、一ニ國家社會ヲ思フ所ノ熱情ヨリ迸リタル、所謂憂國慨世ノ國士的ノ行動デアリマスルカラシテ、内ニ顧ミテ自ラ疚シキ所ハナイノミナラズ、難ニ臨ンデ卑怯千萬ノ振舞ヲシテハナラナイ、軍人精神ノ發露トシテハ當然ノコトデアルノデアリマス、併ナガラ惜シムベキコトニハ、如何ニモ其思想ガ單純デアリマシテ、複雜セル國家社會ヲ認識スル所ノ限界ガ如何ニモ狹隘デアルコトデアル、ソレハ其筈デアリマセウ、彼等ハ何レモ二十二三歳カラ三十歳ニ足ラナイ所ノ青年デゴザイマシテ、軍持ニ關シテハ一應ノ修養ヲ積ンデ居ルニハ相違アリマセヌガ、政事、外交、財政、経済等ニ付キマシテハ、無論基礎的學問ヲ爲シタルコトハナク、況ヤ何等ノ經驗モ持ツテ居ラナイノデアル、然ルニ是等ノ青年軍人ガ平素無責任ニシテ誇張的デアリマスル所ノ言論機關ノ記事論説ヲ讀ミ、或ハ怪文書ノ如キモノヲ手ニスル、或ハ一部ノ不平家、一部ノ陰謀家ノ言論ニ耳ヲ傾ケ、或ハ處士横議ノ士ト交ハリ、或ハ世ノ流言蜚語ヲ信ジテ、如何ナル考ヲ起シタカト云フト、今日ノ政黨、財閥、支配階級ハ悉ク腐敗堕落シテ居ル、之ヲ此儘ニ放任シテ置イタナラバ國家ハ滅亡シテシマフ、之ヲ救フニハ彼ノ大化ノ革新ニ倣ウテ、日本國家ノ大改造ヲヤルヨリ外ニ途ハナイ、從來ノ外交ハ軟弱デアル、倫敦條約ハ屈辱デアル、　（一字空白）天皇親政、皇室中心ノ政治ヲ行ハネバナラヌ、是ガ爲ニ軍人内閣ヲ拵ヘネバナラヌ、直接行動ニ愬ヘネバナラヌ、犯罪ノ動機ハ何デアルカト問ハルヽト、權藤某ノ自治典範ヲ讀ンデ感動シタ、北某ノ日本改造法案ヲ讀ンデ感動シタ、朝日某ノ斬奸状ヲ讀ンデ刺戟サレタ、其思想ノ單純デアルコトハ思イ知ラルヽノデアリマス、ソレデアリマスルカラ公判廷ニ於ケル彼等ノ陳述ヲ聽イテ居リマスルト、悉ク不徹底ナコトバカリデアツテ、要點ニ達シテ居ルモノハ何等認メルコトハ出來ナイ、例ヘバ倫敦条約ハ統帥權ノ干犯デアルト云フコトヲ云ウテ居リマスガ、憲法上カラ見テ何處ガ統帥權ノ干犯ニナルカト云フコトハ少シモ究メテ居ラヌ、　（一字空白）天皇親政、皇室中心ノ政治ト云フヤウナコトヲ言フガ、一體ドウ云フ政治ヲ行ハントスルノデアルカト云フト、サッパリ分ツテ居ラヌ、唯或者ガ今日ノ政黨、財閥、支配階級ハ腐ツテ居ルト言フト、一圖ニ之ヲ信ズル、倫敦条約ハ統帥權ノ干犯デアルト言フト、一圖ニ之ヲ信ズル、国家ノ危機目前ニ迫ル、直接行動ノ外ナシト言ヘバ、一圖ニ之ヲ信ズル、斯クノ如クシテ、軍人教育ヲ受ケテ忠君愛國ノ念ニ凝リ固マツテ居リマスル所ノ直情徑行ノ青年ガ、一部ノ不平家、一部ノ陰謀家等ノ言動ヲ其儘鵜呑ミニシテ、複雜セル國家社會ニ對スル認識ヲ誤リタルコトガ、此事件ヲ惹起スルニ至リタル所ノ大原因デアツタノデアリマス（拍手）ソレ故ニ青年軍人ノ思想ハ極メテ純眞デハアリマスルガ、又同時ニ危險デアリマス、禍ノ本ハ總テ此處カラ胚胎シテ居ルノデアリマスカラ、此思想ヲ一洗スルニアラザレバ、將來ノ禍根ヲ芟除スルコトハ到底出來ナイト私ハ思ツテ居リマスガ（拍手）陸軍大臣ハ此點ニ付テドウ云フ考ヲ持ツテ居ラレルノデアルカ、之ヲ一ツ承ツテ置キタイノデアリマス
　ソレカラ次ハ是等ノ青年軍人ノ思想ガ、或ハ陰謀トナリ、或ハ直接行動トナツテ世ニ現ハレタ、其行動ニ對スル軍部當局ノ態度デアリマス、第一ハ昭和六年ニ現ハレタ所ノ所謂三月事件、第二ハ道然ニ現ハレマシタ所ノ十月事件、此事件ノ内容ハ申シマセヌガ、事件ノ性質其モノハ、其後ニ現ハレタ所ノ五･一五事件及ビ今囘ノ叛亂事件ト同一ノモノデアリマシテ、同一ノ系統ニ屬スルモノデアルノデアリマス、然ルニ此兩事件ニ對シ、軍部當局ハ如何ナル處置ヲ執ラレタカト云フト、之ヲ病カラ闇ニ葬ツテシマツテ、少シモ徹底シタ處置ヲ執ツテ居ラレナイノデアリマス（拍手）凡ソ禍ハ之ヲ初ニ斷切ルコトハ極メテ容易デアリマス、容易デアルト同時ニ、將來ノ禍ヲ防グ所ノ唯一ノ途デアルニ拘ワラズ、之ヲ曖昧ノ裡ニ葬リ去ツテ、將來ノ禍根ヲ一掃スルコトガ出來ルト思フ者ガアッタナラバ、ソレハ非常ナル誤デアルノデアリマス、昔ノ諺ニモ寸ニシテ斷タザレバ尺ノ憾アリ、尺ニシテ斷タザレバ丈ノ憾ミアリ、假令一木ト雖モ之ヲ双葉ノトキニ伐取ルコトハ極メテ容易デアリマスガ、其根ガ深ク地中ニ蟠居スルニ至ツテハ、之ヲ倒スコトハ中々容易ナコトデハナイ、彼ノ頼山陽ガ、中古政權ガ武門ニ歸シタル其原因ヲ論ジテ、歴代朝廷ガ源平二氏ニ對スル所ノ姑息偸安、優柔不斷ノ態度ヲ指摘シテ、異日搏噬攘奪ノ禍此ニ基クヲ知ラズト喝破シテ居ルガ、事柄ハ違ヒマスケレドモ、道理ハ同ジデアリマス、若シ彼ノ三月事件ニ付テ、軍部當局ガ其原因ヲ芟除シテ、所謂拔本塞源ノ徹底的ノ處分ヲセラレタナラバ、必ズヤ十月事件ハ起ラナカツタニ相違ナイ（拍手）又遲レタリト雖モ、十月事件ニ付テ同樣ノ處置ヲセラレタナラバ、後ノ五･一五事件ハ必ズ起ラナカツタニ相違ナイ（拍手）此兩事件ニ對スル軍部ノ態度ガ、延イテ五･一五事件ヲ惹起スルニ當ツテ大イナル原因ノ一ツニ算ヘテモ私ハ差支ナイト思フ、更ニ進ンデ五･一五事件ニ對スル態度デアリマス、苟モ軍人タル者ガ黨ヲ結ンデ白晝公然總理大臣ノ官邸ニ亂入シ、天皇陛下ノ親任セラルヽ所ノ一国ノ總理大臣ヲ銃殺スル、國ヲ衞ルガ爲ニ授ケラレタル所ノ兵器ヲ以テ、國政燮理ノ大任ニ當ツテ居リマスル所ノ、國家最高ノ重臣ヲ暗殺スル、其罪ノ重大デアルコトハ固ヨリ申ス迄モナイコトデアリマス（拍手）然ルニ此重大事件ニ對シテ、國家ノ裁判權ハ遺憾ナク發揮セラレテ居ルノデアルカ、當時海軍ヽ法會議ニ於キマシテ、山本檢察官ハ畢生ノ力ヲ揮ウテ堂々數萬言ノ大論告ヲ爲シタ、卽チ事件ノ重大性ト、直接行動ノ許スベカラザルコトヲ痛論シテ、動機ノ如何ニ拘ラズ國法ハ破ルコトハ出來ナイ、軍紀ハ紊スコトハ出來ナイ、軍紀ヲ紊リ、国法ヲ破リタル者ニ對シテハ、法ノ命ズル制裁ヲ加フルコトハ國家ノ存立上萬已ムヲ得ナイト論ジテ、其首魁ト目セラルヽ三名ニ對シテハ死刑ノ要求ヲ爲シタノデアリマス（「ヒヤヒヤ」拍手）海軍刑法ニ依リマスルト、叛亂罪ノ首魁ハ死刑ニ處ス、死刑一點張デゴザリマシテ、選擇刑ハ許サレテ居ラナイノデアリマス、然ルニ此論告ニ對シテ如何ナル事態ガ現ハレタカト云フト、或ル一部ニ於キマシテハ猛烈ナル反對運動ガ起ツタ、監督ノ上司ハ之ヲ抑制スル所ノ力ガナイ、山本檢察官ノ身上ニハ刻一刻ト危險ガ迫ル、多數ノ憲兵ヲ以テ檢察官ノ住宅ヲ取卷イテ之ヲ保護スル、家族一同ハ遠方ニ避難スル、斯ウ云フ事態ノ下ニ於テ、裁判ノ獨立、裁判ノ神聖ガドウシテ維持スルコトガ出來ルカ（拍手）果タセル哉裁判ノ結果ヲ見マスルト、死刑ノ要求ガ十三年ト十五年ノ禁錮ト相成ツテ居リマス、輕キハ一年、二年ノ懲役ニ處セラレテ、而モ執行猶豫ノ宣告ガ附イテ居ルノデアリマス、然ルニ同ジ事件ニ関係シテ居リマス所ノ民間側ノ被告ニ對シテハ、ドウ云フ裁判ガ下サレテ居ルカト見マスルト、彼等ハ固ヨリ犬養首相ノ殺害ニ手ヲ下シタルモノデハナイ、唯或ル發電所ニ爆彈ヲ投ジタケレドモ、是ハ未發ニ終ツテ何等ノ結果ヲ惹起シテ居ラナイ、ソレニモ拘ラズ其首魁ハ無期懲役ニ處セラレテ居ルノデアリマス（拍手）同ジ事件ニ連累シテ、其爲シタル役目ハ違フト雖モ、或者ハ一国ノ總理大臣ヲ殺害シタルニモ拘ワラズ、其人ガ軍人デアリ、且ツ軍事裁判所ニ管轄セラルヽガ爲ニ、比較的輕イ刑ニ處セラレ、或者ハ僅カニ發電所ニ未發ノ爆彈ヲ投ジタダケデアルニモ拘ワラズ、其人ガ普通人デアリ、普通裁判所ノ管轄ニ屬スル者デアルガ故ニ、重キ刑罰ニ處セラレタ、申ス迄モナク司法權ハ　（一字空白）天皇ノ御名に依ツテ行ハレルノデアリマス、天皇ノ御名ニ依ツテ行ハレル裁判ハ徹頭徹尾獨立デアリ、神聖デアリ、至公至平デナケレバナラナイノデアリマス、然ルニ人ト場所ニ依ツテ行ハレル裁判宣告ニ斯クノ如キ差等ヲ生ズル、是デ國家ノ裁判權ガ遺憾ナク發揮セラレタリト言フコトガ出來ルカ、是デ刑罰ノ目的デアリマス所ノ、犯罪豫防ノ效果ヲ完全ニ収メルコトガ出來ルカ、軍務當局者ハ眞劍ニ考ヘナケレバナラヌ所ノ重大問題デアルノデアリマス（拍手）
要スルニ斯クノ如キ次第デアリマシテ、三月事件ニ對スル軍部ノ態度ガ十月事件ヲ喚ビ出シ、十月事件ニ對スル軍部ノ態度ガ五･十五事件ヲ呼ビ出シ、五･十五事件ニ對スル軍部ノ態度ガ實ニ今囘ノ一大不詳事件ヲ惹起シタノデアルト、斯樣ニ私ハ觀察ヲ下シテ居ルノデアリマスガ、若シ此觀察ニ過チガアレバ正シテ戴キタイノデアリマス（拍手）
　更ニ今囘ノ事件ニ對シマシテハ、色々御尋爲タイコトガゴザイマスケレドモ、大體昨日ノ本會及ビ祕密會ニ於ケル質問應答ニ依ツテ分リマシタカラ、唯一點ダケ伺ツテ置キタイ事ガアリマス、ソレハ何デアルカト云フト、此事件ニ關係致シマシタ所ノ青年将校ハ二十名デアルノデアリマス、公表セラレタル所ノ文書ニ依ルト二十名デアル、所ガ此以外ニヨリ以上ノ軍部首腦者ニシテ此事件ニ關係シテ居ル者ハ一人モ居ナイデアラウカ（拍手）固ヨリ事件ニ直接關係シテハ居ラヌデアリマセウ、併ナガラ平素是等ノ青年将校ニ向ツテ或ル一種ノ思想ヲ吹込ムトカ、彼等ガ斯ル事件ヲ起スニ當ツテ、精神上ノ動機ヲ與ヘルトカ、或ハ斯ル事件ノ起ルコトヲ暗ニ豫知シテ居ル、或ハ俗ニ謂フ所ノ裏面ニ於テ絲ヲ引イテ居ル、斯ウ云フ者ハ一人モナカツタノデアルカ、私ノ觀ル所ニ依リマスルト云フト、世間ハ確カニ之ヲ疑ツテ居ルノデアリマス、陸軍大臣ハ過般ノ地方官會議ニ於キマシテ、左樣ナコトヲ宣傳スル者ハ反軍思想ヲ鼓吹スル者デアル、非國民ノ軍民離間的態度デアルト言ウテ一蹴セラレテ居リマスルガ、斯樣ナコトヲ故カラ宣傳スル者ガアルカナイカ、ソレハ知リマセヌ、併ナガラサウ云フ疑ヲ持ツテ居ル者ハ確カニアルノデアリマス、而シテ其疑ガ無理デアルカト云フト、サウデモナササウデアル、例ヘバ先程引用致シマシタ所ノ山本檢察官ノ論告ニ於テ、斯ウ云フコトガアル「凡ソ事ノ成ルハ成ルノ日ニ成ルニ非ズ、由ツテ來ル所ガアルノデアリマス、本件モ又其由ツテ來ル所久シク、一朝一夕ニ起ツタモノデハナイノデアリマス、被告人古賀清志ノ當公廷ニ於ケル陳述ニ依リマスレバ、古賀ハ某事件ニ參加シタル經驗ニ依リマシテ、今囘被告人等ノ企圖シマシタル、戒嚴ニシテ宣告セラルヽノ情況ニ立至レルトキハ、當然之ヲ收拾シテ呉レル相當ノ大勢力ノ存スルモノデアルコトヲ知リ」云々、或ハ「尚ホ此機會ニ於テ一言シテ置キタイコトハ、部下指導ニ關スル上司ノ態度ニ付テヾアリマス、此點ニ關シ、本件発生當時某官憲ガ上司ニ提出シタル意見書中ニ所見ガアリマス、曰ク、上司中往々彼等ノ所見ニ對シ、極メテ曖昧模糊タル態度ヲ執リ、彼等ヲシテ上司ハ其行動ヲ認容シ居リタルモノノ如ク誤信セシメタルヤノ形跡ナキニ非ズ」「上司タル者、下級者ヲ指導スルニ際シ、明ニ是ハ是トシ、非ハコレヲ非トシテ、其方向ヲ誤マラザラシムル如ク努ムルコトガ極メテ必要デアル」山本檢察官ガ神聖ナル法廷ニ立ツテ、斯ノ如キコトヲ明言シテ居ル、卽チ古賀清志等ガ彼ノ五･十五事件ヲ起シテ、彼等ノ計畫スル戒嚴ヲ宣告セシメタナラバ、何レノ所ヨリカ大勢力ガ現ハレテ來テ、之ヲ收拾シテ呉レル、斯ウ云フ確信ヲ以テ彼等ハ旗擧ゲヲシタノデアル、或ハ上司タル者ハ、部下ノ者ニ對シテハ事ノ是非曲直ヲ明ニシテ、彼等ヲ迷ハシメナイヤウニシナクテハナラヌニ拘ラズ、言語及ビ態度ヲ曖昧ニシテ、何トナク上司ガ彼等ノ行動ヲ容認シテ居ルカノ如ク誤解セシメテ居ルト云フ事實ヲ、四五年前ノ五･十五事件ノ公判ニ於テ山本檢察官ガ既ニ論ジテ居ルノデアリマス、故ニ斯ノ如キ疑ヲ起スト云フ者ハ、唯非國民デアルトカ、或ハ軍民離間ヲ策スル者デアルトカ言ウテ一蹴シタダケデハ國民ノ疑ハ霽レルモノデハナイ（拍手）若シサウ云フコトガアツタナラバ、是ハ極メテ重大事件デアリマス、故ニ事件ノ跡始末ヲスルニ付テハ、先以テ此方面カラシテ洗ヒ去ルニアラザレバ、事件ノ根本的清掃ト云フモノハ斷ジテ出來ルモノデハナイト思フノデアリマス（「ヒヤヒヤ」拍手）
　以上私ガ申述ベマシタ所ノコトヲ約言致シマスルト云フト、事件ノ原因ハ大體二ツアリマス、卽チ一ツハ青年軍人ノ思想問題デアル、又一ツハ事前監督及ビ事後二對スル軍部當局ノ態度デアリマス、近來青年軍人ノ一部、極メテソレハ一小部分デゴザリマセウガ、一小部分ノ青年軍人ノ思想ガ、一種ノ反動思想ニ傾イテ居ルト云フコトハ事實ラシイノデアリマス、時々起リマスル所ノ事件ノ原因及ビ國民不安ノ原因ハ實ニ茲ニアルノデアル、元來我ガ國民中ニハ動モスレバ外國思想ノ影響ヲ受ケ易イ文子ガアルノデアリマス、歐羅巴戰爭ノ後ニ於テ「デモクラシイ」ノ思想ガ旺盛ニナリマスルト云フト、我モ我モト「デモクラシイ」ニ趨ル、其後歐洲ノ一角ニ於テ赤化思想ガ起リマスルト云フト、又之ニ趨ルモノガアル、或ハ「ナチス」「フアツシヨ」ノ如キ思想ガ起ルト云フト、又之ニ趨ル者ガアル、思想上ニ於テ國民的自主獨立ノ見識ノナイコトハオ互ニ戒メネバナラヌコトデアリマス（拍手）今日極端ナル所ノ左傾思想ガ有害デアルト同ジク、極端ナル所ノ右傾思想モ亦有害デアルノデアリマス、左傾ト云ヒ右傾ト稱シマスルガ、進ミ行ク道ハ違イマスルケレドモ、歸スル所ハ今日ノ國家組織、政治組織ヲ破壊セントスルモノデアル、唯一ツハ愛國ノ名ニ依ツテ之ヲ行ヒ、他ノ一ツハ無酸大衆ノ名ニ依ツテ之ヲ行ハントシテ居ルノデアリマシテ、其危險ナルコトハ同ジコトデアルノデアリマス、我ガ日本ノ國家組織ハ建國以来三千年牢固トシテ動クモノデハナイ、終始一貫シテ何等變リハナイ、又政治組織ハ明治大帝ノ偉業ニ依ツテ建設セラレタル所ノ立憲君主政、是ヨリ外ニ吾々國民トシテ進ムベキ道ハ絶對ニナイノデアリマス（拍手）故ニ軍ノ首腦部ガ宜ク此精神ヲ體シテ、極メテ穩健ニ部下ヲ導カレタナラバ、青年軍人ノ間ニ於テ怪シムベキ不穩ノ思想ガ起ル譯ハ斷ジテナイノデアル、若シ夫レ軍部以外ノ政治家ニシテ、或ハ軍ノ一部ト結託通牒シテ政治上ノ野心ヲ行ハントスルガ如キ者ガ若シアルナラバ、是ハ實ニ看過スベカラザルモノデアリマス（拍手）苟モ立憲政治家タルモノハ、國民ヲ裴景トシテ、正々堂々ト民衆ノ前ニ立ツテ、國家ノ為ニ公明正大ナル所ノ政治上ノ争ヲ爲スベキデアル、裏面ニ策動シテ不穩ノ陰謀ヲ企テルガ如キハ、立憲政治家トシテ許スベカラザルコトデアル、況ヤ政治圈外ニアル所ノ軍部ノ一角ト通牒シテ自己ノ野心ヲ遂ゲントスルニ至ツテハ、是ハ政治家ノ恥辱デアリ、墮落デアリ（拍手）又實ニ卑怯千萬ノ振舞デアルノデアル、
此點ニ付キマシテハ軍部當局者ニ於キマシテモ相當ニ注意ヲセラルヽ必要ガアルノデハナイカト思ハレル、其外事前ノ監督、事後ノ處置ニ對シテハ、私共現寺内陸軍大臣ヲ絶對ニ信頼シテ居リマスルカラシテ、是等ニ付テ質問ヲスル所ノ必要ハゴザリマセヌガ、要スルニ一刀兩斷ノ處置ヲ爲サネバナラヌ（拍手）御承知デモゴザリマセウガ、支那ノ兵法ノ六韜、三略ノ中ニモ「怒ルベクシテ怒ラザレバ奸臣起ル、倒スベクシテ倒サザルバ大賊現ル」私ハ全國民ニ、私ハ全國民ニ代ツテ軍部當局者ノ一大英斷ヲ冀望スル者デアリマス（拍手）尚ホ最後ニ一言致シテ置キタイコトハ、此事件ニ對スル所ノ國民的感情デアリマス、此事ハ各方面ノ報告ニ依ツテ、固ヨリ軍部當局者ハ十分ニ御承知ノコトデゴザリマセウガ、私ノ見ル所ニ依リマスルト云フト、今囘ノ事件ニ對シテハ、中央ト云ハズ、地方ト云ハズ、上下有ユル階級ヲ通ジテ衷心非常ニ憤慨シテ居リマス（拍手）非常ニ殘念ニ思ツテ居ルノデアリマス、殊ニ國民的尊敬ノ的トナラレタ所ノ高橋蔵相、齋藤内府、渡邊總監ノ如キ、誰ガ見タ所ガ温厚篤實、身ヲ以テ國ニ許ス所ノ　（一字空白）陛下ノ重臣ガ、國ヲ護ルベキ統帥權ノ下ニ在ル所ノ軍人ノ銃劍ニ依ツテ虐殺セラルヽニ至ツテハ（拍手）軍ヲ信頼スル所ノ國民ニ取ツテハ實ニ耐ヘ難キ苦痛デアルノデアリマス（拍手）ソレニモ拘ワラズ彼等ハ今日ノ時勢、言論ノ自由ガ拘束セラレテ居リマス所ノ今日ノ時代ニ於テ、公然之ヲ口ニスルコトハ出來ナイ、僅ニ私語ノ間ニ之ヲ洩シ、或ハ目ヲ以テ之ヲ告グル等、專制武斷ノ封建時代ト何ノ變ル所ガアルカ（拍手）啻ニソレバカリデナイ、例ヘバ今囘叛亂後ノ内閣組織ニ當リマシテモ、事件ニ付テ重大ナル所ノ責任ヲ擔ウテ居ラレル所ノ軍部當局ハ、相當ニ自重セラレルコトガ國民的要望デアッタニモ拘ラズ、或ハ某々ノ省内ニハ政黨人入ルベカラズ、某々ハ軍部ノ思想ト相容レナイカラシテ之ヲ排斥スル、最モ公平ナル所ノ肅正選擧ニ依ツテ國民ノ總意ハ明ニ表白セラレ（拍手）之ヲ基礎トシテ政治ヲ行フノガ　（一字空白）明治大帝ノ降シ賜ヒシ立憲政治ノ大精神デアルニ拘ラズ（拍手）一部ノ單獨意思ニ依ツテ國民ノ總意ガ蹂躪セラルヽガ如キ形勢ガ見ユルノハ、甚ダ遺憾千萬ノ至リニ堪ヘナイノデアリマス（拍手）ソレデモ國民ハ沈默シ、政黨モ沈默シテ居ルノデアル、併ナガラ考ヘテ見レバ、此状態ガ何時マデ續クカ、人間ハ感情的ノ動物デアル、國民ノ忍耐力ニハ限リガアリマス、私ハ異日國民ノ忍耐力ノ盡キ果ツル秋ノ來ラナイコトヲ衷心希望スルノデアリマス（拍手）滿洲事件以來、國ノ内外ニ非常ナ變化ガ起リマシテ、世ハ非常時デアルト唱ヘラレテ居ルノデアリマス、此非常時ヲ乘切ルモノハ如何ナル力デアルカ、場合ニ依ツテハ軍隊ノ力ニ依頼セネバナラヌ、併ナガラ軍隊ノミノ力デハナイ、又場合ニ依ツテハ銃劍ノ力ニ竢タネバナラヌ、併シ銃劍ノミノ力デハナイ、上下有ユル階級ヲ通ジテ一知和合シタル全國民ノ精神的團結力（拍手「ヒヤヒヤ」）是ヨリ外ニ此難局ヲ征服スル所ノ何物モナイノデアリマス（拍手）因ヨリ軍部當局ハ是位ナコトハ百モ千モ御承知ノコトデゴザリマスルガ、近頃ノ世相ヲ見マスルト云フト、何トナク或ル威力ニ依ツテ國民ノ自由ガ彈壓セラレルガ如キ傾向ヲ見ルノハ、國家ノ將來ニ取ツテ洵ニ憂フベキコトデアリマスカラシテ（拍手）敢テ此一言ヲ殘シテ置クノデアリマス
　重ネテ申シマスルガ、吾々ガ軍ヲ論ジ軍政ヲ論ズルノハ卽チ國政ヲ論ズルノデアリマス、決シテ是ガ爲ニ軍ニ對シテ反感ヲ懷クノデハナイ、軍民離間ヲ策スル者デモナケレバ、反軍思想ヲ鼓吹スル者デモアリマセヌカラシテ、此誤解ハ一切除去セラレテ、時々起ル所ノ—-時々起ル所ノ—-時々軍部ノ一角カラ起ル所ノ、反軍思想デアルトカ、或ハ軍民離間デアルトカ云フヤウナ言葉ニ付テハ、將來一層ノ御注意アランコトヲ希望シテ置キマス（拍手）私ノ質問ハ大體是位デゴザイマスルガ、忌憚ナク詳細ニ御答辯アランコトヲ希望致シマス（拍手）
